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「世界モスキートデイ（8月20日）」 とは？?

蚊がマラリアを媒介することが発見された日

世界モスキートデイ２０１６
–蚊と蚊がもたらす病気について知ろう！ –

8月1日「蚊学入門」
8月5日「蚊学教室」

開催しました！！

この日にちなみ、
長崎大学ではフィラリア NTD 室 主催のイベント



研究以外にも何か地域社
会に貢献できるような活
動をしたい！

長崎大学で学ぶ大学院生として・・・

またぜひ開催して
欲しい！

２０１５年 初めてのイベントを開催



ビジョン

地域に貢献できる長崎大学およ
び熱帯医学研究所をめざし、地
域のヘルスエデュケーションの
一端を担い、感染症/熱帯病の
分野で活躍できる次世代の人材
を育成する

長崎大学を蚊学の拠点に！



主催：フィラリア NTD 室

熱帯医学研究所 国際連携研究戦略本部

広報戦略本部

熱帯医学・グローバルヘルス研究科

イベント組織

地域教育連携・支援センター

運営委員会 代表：フィラリア NTD 室一盛教授

執行部：教員・職員からなる執行部隊

実行グループ：学生実行部隊

当日ボランティア



Position Statement

1. イベント主催はフィラリア NTD 室

2. 資金は寄附金・協賛金を募る

3. 地域貢献は大学周辺を重点地区とする



目 的

 長崎大学の認知度UP

 熱帯医学ミュージアムの来館者増加

 イベント参加者の蚊および熱帯病に対す
る知識増加

 学生のリーダシップやコミュニケーション
能力向上

①地域貢献

②住民教育

③人材育成



広 報
ポスターの掲示

（大学内、図書館、科学館）

近隣地域へのチラシ配布

長崎大学HPイベント情報掲載

プレスリリース

「JS日本の学校」Webサイト掲載



モスキートデイ2016

• 8月1日 蚊学入門

• 8月5日 蚊学教室

ワークショップ
小学校低学年を対象

講演
小学校中学年以上を対象

ワークショップ
小学生から中学生を対象



モスキートデイ2016

• 8月1日 蚊学入門

• 8月5日 蚊学教室

ワークショップ
小学校低学年を対象

講演
小学校中学年以上を対象

ワークショップ
小学生から中学生を対象



蚊学入門



蚊学入門



蚊学入門



150名を超える参加者

蚊学入門

開会までの様子



蚊学入門
開会までの様子

幅広い年代が参加

開会まで下敷きで勉強



蚊の話 蚊がもたらす病気の話

講演
蚊学入門



真剣にメモをとる参加者

積極的に質問をする姿も

講演中の様子

蚊学入門



蚊がもたらす病気の話寸劇による蚊の話

ワークショップ
蚊学入門

積極的に参加！！
手を挙げて質問する子どもたち



成体・ボウフラ観察

産卵トラップの作製卵の観察

蚊学入門

ワークショップ



モスキートデイ2016

• 8月1日 蚊学入門

• 8月5日 蚊学教室

ワークショップ
小学校低学年を対象

講演
小学校中学年以上を対象

ワークショップ
小学生から中学生を対象



3グループに分け、3つのコースを回った

蚊学教室



ミュージアム
コース

顕微鏡観察
コース

野外観察
コース

グビロが丘

記念講堂

蚊学教室



開講式

小中学生42名と保護者が参加

蚊学教室



ミュージアム
コース

蚊学教室

蚊がもたらす病気だけでなく
他の熱帯病も勉強



顕微鏡観察
コース

蚊学教室

顕微鏡で蚊の形態を詳しく観察



グビロが丘

記念講堂

野外観察
コース

蚊学教室



野外の産卵トラップで蚊の卵を実際に観察

蚊学教室

虫除けスプレーを正しく使おう！

池にボウフラはいる？ 雨水枡の観察

蚊の生態を知る

蚊にさされない
ための対策

野外観察
コース



蚊学教室
閉講式

『蚊博士認定証』を授与！

缶バッジも！！



目 的

 長崎大学の認知度UP

 熱帯医学ミュージアムの来館者増加

 イベント参加者の蚊および熱帯病に対す
る知識増加

 学生のリーダシップやコミュニケーション
能力向上

①地域貢献

②住民教育

③人材育成



期待される効果の判定の方法

来場者へアンケート実施

②住民教育

後日調査実施

コミュニケーション力チェックシート実施

①地域貢献

③人材育成



テレビ(NHKあさイチ)で紹介

→海外、県外から問い合わせあり

イベント当日の様子がテレビで放送
 NIB(長崎国際テレビ)NNNストレイトニュース(8月10日放送)

 NBC(長崎放送)Nスタプラス長崎(8月１日放送)

 NHKイブニング長崎(8月5日放送)

 KTN(テレビ長崎)みんなのニュース(8月5日放送)

 NCC(長崎文化放送)スーパーJチャンネル(8月5日放送)

長崎大学の認知度UP

※実際にいただいたメール

① 地域貢献



長崎大学の認知度UP

長崎市を中心に県内各地、県外、海外からも
実際に参加
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（参加者アンケート：入門79枚、教室19枚集計による）

① 地域貢献



高い満足度！

期待以上で大変満足した期待通りでほぼ満足した

特に良くも悪くもなかった
未回答

54%34%

5%

7%

（参加者アンケート：入門79枚、教室19枚集計による）

① 地域貢献



熱帯医学ミュージアムの来場者増加

イベントの参加募集でミュージアム
の存在を知り来館

蚊学入門の参加者が受講後来館

☺ミュージアムの存在を知ることが出来た。
☺また時間のある時に訪問したい。

（参加者アンケートより）

実際に・・・

今後に期待！

① 地域貢献



イベント参加者の蚊および
熱帯病に対する知識増加

☺蚊から身を守る方法を知ることができた

☺長崎でもデング熱が流行していたこと知っ
た

☺蚊の数・発生源を減らすために自分も取り
組みたい

☺蚊がもたらす熱帯病と世界の豊かさの不公
平さがわかった

(参加者アンケートより)

② 住民教育



イベント参加者の蚊および
熱帯病に対する興味を引き出す

☺ 蚊がもたらす怖い病気などを知り、初めて蚊
に興味をもつことができた。

☺ 感染予防について関心を持つよい機会であっ
た。

☺ 子どもが大学に触れるいい機会になった。

☺ 第二弾を期待している。

☺ もっとこういう勉強の機会が増えるといい。
(参加者アンケートより)

② 住民教育



78%

19%

3%

多くの子どもが次回の参加を希望

（参加者アンケートより 入門28枚、教室40枚を集計）

75%

25%

とても楽しかった

楽しかった わからな
い

未回答

さらなる興味をひきだす機会となった！

また参加したい

② 住民教育



知識の活用

冊子にしたり、模造紙にまとめたり・・・

(参加者保護者への後日調査より)

② 住民教育

さらに、イベント後に



学生のリーダシップや
コミュニケーション能力向上について

実行委員学生６名がコミュニケーション力チェックシートにより

コミュニケーション能力（7項目）を自己評価
（参考文献 : http://www.d1.dion.ne.jp/~ppnet/prod06394.htm）

• 話を聞く力
• 話を伝える力
• 自己開示力
• 自己評価

• 人と関わる力
• セルフ、モニタリング力
• 感情コントロール

イベントの前後に実施し比較

③ 人材育成



学生のリーダシップやコミュニケーション能力
向上について

☺向上した、というよりも、自分の欠点が浮き
彫りになった。

☺子供たちに分かりやすいようにはどういう風
に言えばいいのか考えられた。

☺シートを書いていて、あの場面でああすれば
よかったと思える場面があった。

☺自分の欠けているコミュニケーション能力を
知ることが出来たが改善までは至らなかった
と感じる。

(コミュニケーション力チェックシート自由記述欄より)

→今後に活かせる気付きがあった

③ 人材育成

結果



イベントの波及

昨年の長崎大学での
イベントを知って

今年、琉球大学でも
モスキートデイにちなんだ
イベントを開催！

期待以上の効果！！



総合評価

イベントを通して、概ね期待していた
効果が得られた。

学生側のコミュニケーション力の向上
や、運営上の問題に関しては今後につ
ながる課題も見つかった。

今後、モスキートデイを大学のイベン
トとして定着させ、継続することで地
域社会や人材育成に貢献できる。



今後の可能性

モスキートデイを軸に蚊のついての学習機会
を増やすことはできないだろうか・・・？

モスキートデイイベント & 出張授業



・・・夢

• 目指すべき理想像『蚊学都市』

将来的に聞きたい声…

「熱帯病といえば長崎だよね！」

「長崎には蚊が少ないよね！」

「長崎の人は蚊に詳しいよね！」

「長崎大学で研究をしたい！」



ご清聴ありがとうございました！


